
県
の
指
導
が
あ
る
の
か
。
財
源
と

し
て
の
総
額
は
。
人
件
費
に
相
当

な
額
が
充
当
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
財
政
状
況
で
よ
い
の

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
使
途
に

つ
い
て
は
、
県
と
相
談
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
十
九
年
度
は
、
三
億

八
千
百
万
円
を
各
事
業
に
充
当
し

て
い
る
。
人
件
費
に
充
当
す
る
こ

と
に
よ
り
一
般
財
源
を
ほ
か
の
事

業
に
有
効
に
使
用
す
る
方
針
で
あ

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
歳
出
の
部
所
管
部
分
・
そ
の
他

所
管
部
分
」
で
「
消
防
施
設
費
で
、

下
石
分
団
中
核
拠
点
施
設
の
予
算

措
置
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り

「
実
施
設
計
委
託
料
と
土
地
の
鑑

定
評
価
手
数
料
を
見
込
ん
で
い

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て

「
一
般
職
職
員
数
の
平
成
十
八
年

度
比
三
人
減
の
内
訳
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
、「
退
職
予
定
者
五

十
一
人
、
採
用
予
定
者
四
十
六
人
、

県
派
遣
職
員
二
人
の
復
帰
で
、
三

人
の
減
と
な
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
討
論
で
は
、「
税
源

移
譲
で
、
市
税
が
増
額
と
な
る
が
、

市
民
の
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
回
復
し

て
い
る
わ
け
で
な
い
。
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
に
依
存
し
、
人

件
費
と
す
る
不
安
も
あ
る
。
繰
入

額
の
増
額
、
特
に
財
政
調
整
基
金

の
繰
り
入
れ
が
心
配
さ
れ
る
。
職

員
数
の
減
は
、
市
政
運
営
に
支
障

が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
職
員

の
削
減
は
こ
れ
以
上
す
べ
き
で
な

く
、
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
」
旨

の
反
対
討
論
と
「
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
前
年
度
よ
り
一
億
九
千

三
百
万
円
減
の
百
七
十
八
億
四
千

四
百
万
円
と
精
査
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
議
案
に
は
賛
成
す
る
」

旨
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）
中
、
歳
入
の

部
・
歳
出
の
部
所
管
部
分
・
そ
の

他
所
管
部
分
」
で
は
、「
と
き
陶

生
苑
建
設
工
事
が
遅
れ
た
理
由
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
」
質
疑
が

あ
り
「
県
と
の
協
議
に
長
時
間
を

要
し
た
た
め
、
入
札
が
遅
れ
た
が
、

工
事
着
工
は
四
月
上
旬
の
早
い
時

期
で
協
議
が
進
ん
で
い
る
」
旨
の

答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、「
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
事
業
で
あ
え
て
、
地

方
債
を
四
百
七
十
万
円
借
り
る
経

過
と
根
拠
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ

り
、「
従
来
か
ら
の
起
債
の
考
え

方
と
し
て
、
利
子
が
低
率
で
交
付

税
算
入
が
あ
り
、
補
助
裏
が
一
〇
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第
一
回
定
例
会
常
任
委
員
会

回
定
例
会
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

審
査
報
告
 

第
一
回
定
例
会
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
 

緊
縮
予
算
可
決
成
立

一
般
会
計
百
七
十
八
億
四
千
四
百
万
円

前
年
度
比
一.

一
％
減

平
成
十
九
年
第
一
回
土
岐
市
議

会
定
例
会
が
、
二
月
二
十
六
日
か

ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
二
十
三
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
十
九
年

度
予
算
関
係
十
三
件
、
平
成
十
八

年
度
予
算
関
係
三
件
、
条
例
の
一

部
改
正
十
一
件
、（
う
ち
継
続
二

件
）
人
事
関
係
三
件
、
そ
の
他
四

件
、
平
成
十
七
年
度
決
算
関
係
九

件
、
議
員
提
出
二
件
に
つ
い
て
、

慎
重
な
審
議
の
結
果
、
土
岐
市
立

幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正
を
継
続

審
査
と
し
、
土
岐
市
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
を
否
決
し
、
そ
の
他
の
議

案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

企
画
総
務
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
一
般

会
計
予
算
中
、
歳
入
の
部
」
で
は
、

「
個
人
市
民
税
の
定
率
減
税
廃
止

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
」
質
疑
が

あ
り
、「
平
成
十
九
年
度
の
影
響

額
は
、
約
一
億
一
千
四
百
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
、
続
い
て
、「
地
方
交
付
税
が

前
年
度
と
比
べ
八
千
万
円
の
減
で

あ
る
が
、
そ
の
算
出
根
拠
に
つ
い

て
」
質
疑
が
あ
り
、「
地
財
計
画

で
地
方
交
付
税
は
、
四．

四
％
の

減
と
な
っ
て
い
る
。
税
源
移
譲
に

よ
り
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
が

増
え
、
基
準
財
政
収
入
額
が
増
加

し
、
そ
の
分
地
方
交
付
税
が
減
額

と
な
る
。
大
き
な
落
ち
込
み
は
な

い
と
の
見
込
み
の
も
と
で
、
八
千

万
円
の
減
と
し
た
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
、
続
い
て
「
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
、

企
画
総
務
常
任
委
員
会

民　生　費 ５４億 ０，５８７万円
土　木　費 ２９億 ６，１７８万円
総　務　費 １９億 ３，２０８万円
衛　生　費 １８億 ９，０８２万円
公　債　費 １８億 ７，３６８万円
教　育　費 １８億 ６，０６４万円
そ　の　他 １９億 １，９１３万円

民生費民生費 
30％ 

土木費土木費 
17％ 

総務費総務費 
11％ 

衛生費衛生費 
11％ 

公債費公債費 
10％ 

教育費教育費 
10％ 

その他その他 
11％ 

民生費 
30％ 

土木費 
17％ 

総務費 
11％ 

衛生費 
11％ 

公債費 
10％ 

教育費 
10％ 

その他 
11％ 

178億 
4400万円 

一般会計予算目的別割合 
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〇
％
に
近
い
有
利
な
も
の
を
選
択

す
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
今
回

は
、
事
業
費
七
百
九
万
一
千
円
で

二
百
三
十
三
万
円
の
補
助
が
あ

り
、
四
百
七
十
万
円
の
起
債
で
五

〇
％
の
交
付
税
算
入
に
よ
り
、
従

来
か
ら
の
方
針
に
よ
り
借
り
る
も

の
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
「
土
岐
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
」
は
、「
条
例
の
改
正

に
伴
う
、
対
象
人
数
は
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、「
対
象
職
員
は
、
五

十
二
人
、
対
象
者
数
は
、
五
十
六

人
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
「
土
岐
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」
は
、「
獣
医
師
手

当
を
廃
止
し
、
将
来
的
に
獣
医
師

を
持
た
な
い
方
針
が
あ
る
の
か
。

ま
た
並
列
し
て
あ
る
総
合
病
院
医

師
手
当
が
あ
る
が
、
獣
医
師
手
当

を
な
く
す
理
由
は
な
に
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
将
来
的
に
獣
医

師
を
な
く
す
考
え
は
な
い
。
ま
た
、

獣
医
師
手
当
は
、
他
市
の
状
況
を

見
る
中
で
、
月
額
定
額
の
手
当
の

上
乗
せ
は
適
格
で
な
い
と
の
考
え

で
廃
止
し
た
」
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
討
論
で
は
、「
獣
医
師

は
特
殊
な
仕
事
で
あ
り
、
医
師
手

当
、
夜
間
看
護
手
当
が
支
給
さ
れ

て
い
る
中
、
獣
医
師
手
当
を
な
く

す
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。
専
門

職
と
し
て
の
仕
事
が
求
め
ら
れ
る

中
、
逆
に
充
実
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
反
対
す
る
」
旨
の
反
対
討
論

と
「
他
市
の
状
況
と
の
比
較
、
特

殊
勤
務
手
当
支
給
へ
の
批
判
も
あ

る
。
痛
み
は
皆
一
緒
で
あ
り
、
精

査
す
べ
き
も
の
は
精
査
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
賛
成
す
る
」

旨
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
消
防
団
中
核
拠
点
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
は
、「
消
防
団
中
核
拠
点

施
設
の
役
割
、
位
置
付
け
に
つ
い

て
」
質
疑
が
あ
り
「
大
規
模
地
震

等
の
災
害
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
災
害
時
の
防
災
体
制
の
整
備

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
施

設
は
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団

活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
か
ら
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
消
防
団
と

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
、
地
域

住
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
、
会

合
、
研
修
の
場
と
し
て
の
利
用
を

期
待
し
て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

﹇
審
査
内
容
﹈
▼
平
成
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算
中
歳
入
の
部
全

部
・
歳
出
の
部
所
管
部
分
・
そ
の

他
所
管
部
分
《
賛
成
多
数
・
原
案

可
決
》
▼
平
成
十
八
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
中
歳
入

の
部
全
部
・
歳
出
の
部
所
管
部

分
・
そ
の
他
所
管
部
分
《
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》
▼
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
《
全

会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
職
員
特

殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改

正
《
賛
成
多
数
・
原
案
可
決
》
▼

岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
規
約
の

変
更
《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》

▼
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
《
全
会
一
致
・

原
案
可
決
》
▼
消
防
団
中
核
拠
点

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
《
全
会
一
致
・

原
案
可
決
》

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
中
、
歳
出
の
部
所
管
部
分
に
つ

い
て
」
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

費
の
資
源
物
集
団
回
収
奨
励
金
の

減
額
理
由
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ

り
「
各
小
中
学
校
で
行
わ
れ
る
資

源
回
収
の
回
収
量
が
減
っ
た
た
め

で
あ
り
、
前
年
度
実
績
に
よ
り
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
」
旨
の
答
弁

が
あ
り
、
ま
た
、「
生
ご
み
堆
肥

化
促
進
補
助
金
に
つ
い
て
、
生
ご

み
処
理
機
の
設
置
件
数
と
平
成
十

九
年
度
予
定
台
数
は
」
と
の
質
疑

が
あ
り
「
平
成
十
六
年
度
五
十
台
、

十
七
年
度
五
十
八
台
、
十
九
年
度

は
六
十
台
を
予
定
し
て
い
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。「
清
掃

総
務
費
の
職
員
一
名
減
に
つ
い

て
」
質
疑
が
あ
り
「
行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、
環
境
セ
ン
タ
ー

及
び
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
所
長
を
一

人
で
兼
務
す
る
た
め
で
あ
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
斎
苑
駐
車
場
の
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
「
斎
場
に

隣
接
す
る
池
を
整
備
し
て
、
八
十

台
分
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
予
定

で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

討
論
で
は
、「
高
料
金
対
策
と
し

て
の
七
千
五
百
万
円
の
補
助
金
を

削
る
こ
と
に
対
し
て
、
本
来
は
そ

れ
を
入
れ
て
、
水
道
料
金
を
引
き

下
げ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
反

対
討
論
と
、「
こ
れ
が
企
業
会
計

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
」
と

い
う
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
曽
木

地
区
市
有
林
管
理
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
」
は
、
執
行
部
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
」
は
、「
公
債
費
の
減
額
理
由

に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
「
主
な

要
因
は
、
起
債
の
償
還
が
進
ん
で

い
る
た
め
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

▲妻木消防中核拠点施設

建
設
経
済
常
任
委
員
会
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▼
「
平
成
十
九
年
度
交
通
災
害
共

済
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、

「
加
入
者
の
減
少
に
よ
る
会
員
募

集
の
方
法
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り

「
市
広
報
紙
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
単
位
の
募
集
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、「
共
済
見

舞
金
の
申
請
手
続
き
を
簡
素
化
で

き
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
平
成
十
九
年
度
か
ら
一
部
見
直

し
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
自
動
車
駐
車

場
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
」
は
、「
各
駐
車
場
の
利
用
率

に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
「
駅
北

駐
車
場
は
、
八
六
・
二
％
、
駅
前

駐
車
場
は
、
一
一
二
％
、
駅
西
駐

車
場
は
、
七
二
％
で
あ
る
」
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
こ
の
事
業
の
評
価
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か
」
質
疑
が
あ
り
「
平

均
八
〇
％
を
超
え
る
利
用
率
が
あ

り
、
ま
た
利
便
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
」
は
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
普
及

率
及
び
収
益
の
減
収
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
「
普
及
率
は
、
九

九
・
八
％
で
あ
り
、
収
益
の
減
収

に
つ
い
て
は
、
受
水
費
の
減
で
あ

り
、
平
成
十
七
年
度
の
受
水
費
を

参
考
に
予
算
計
上
し
た
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
、
続
い
て
、「
未
収
金

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
」
質
疑

が
あ
り
、「
三
千
百
五
万
二
千
百

三
円
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
高
料
金
対
策

と
し
て
、
他
会
計
か
ら
の
投
入
を

な
く
す
こ
と
に
よ
り
、
料
金
体
系

に
悪
影
響
は
し
な
い
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
「
今
年
度
を
も
っ
て
、

累
積
赤
字
を
解
消
す
る
予
定
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
継
続
し

て
い
け
れ
ば
、
現
在
の
料
金
体
系

で
い
き
た
い
」
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

討
論
で
は
、「
福
祉
的
に
も
水

は
、
生
き
る
た
め
に
最
小
限
必
要

で
あ
り
、
他
会
計
か
ら
の
補
助
は

当
然
で
、
一
気
に
七
千
五
百
万
円

を
削
る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。

そ
の
分
は
料
金
引
き
下
げ
に
回

し
、
土
岐
市
に
住
み
や
す
い
水
道

料
金
に
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
反
対
討
論
と
、「
企
業
会
計
で

あ
る
以
上
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

多
少
の
負
担
は
や
む
を
得
な
い
」

と
い
う
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

つ
い
て
」
は
、「
処
理
場
整
備
工

事
は
、
全
体
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
が

終
了
し
て
い
る
の
か
」
質
疑
が
あ

り
「
九
二
・
六
％
で
あ
る
」
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
市
営
住

宅
入
居
者
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
者
へ
優
先
的
選
考
の
取
り
扱

い
等
を
見
直
す
も
の
と
執
行
部
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」
は
、
平
成
十
八

年
第
四
回
・
第
五
回
定
例
会
に
お

い
て
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る

案
件
で
あ
り
、
各
委
員
か
ら
意
見

を
聞
く
中
で
、
こ
の
議
案
に
つ
い

て
、
多
く
の
市
民
が
反
対
し
て
い

る
。
ま
た
ゴ
ミ
の
有
料
化
は
政
策

の
転
換
で
あ
り
、
単
な
る
値
上
げ

で
は
な
い
。
土
岐
市
の
ゴ
ミ
施
策

と
し
て
、
守
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

り
、
有
料
化
は
な
じ
ま
な
い
。
ま

た
、
説
明
不
足
で
あ
る
。
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算
中
歳
出
の
部
所
管

部
分
《
賛
成
多
数
・
原
案
可
決
》

▼
曽
木
地
区
市
有
林
管
理
特
別
会

計
予
算
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼

交
通
災
害
共
済
特
別
会
計
予
算

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
自

動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
水

道
事
業
会
計
予
算
《
賛
成
多
数
・

原
案
可
決
》
▼
平
成
十
八
年
度
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
《
全
会
一
致
・
原
案

可
決
》
▼
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
▼
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合

規
約
の
変
更
《
全
会
一
致
・
原
案

可
決
》
▼
市
道
路
線
の
認
定
《
全

会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
《
全
会
一
致
・
原
案

否
決
》

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
中
歳
出
の
部
所
管
部
分
に
つ
い

て
」
は
、「
保
健
セ
ン
タ
ー
費
の

乳
児
（
一
ヶ
月
児
）
健
康
診
査
費

助
成
金
の
内
容
に
つ
い
て
」
質
疑

が
あ
り
「
乳
児
に
か
か
る
健
診
費

用
を
限
度
額
五
千
円
ま
で
助
成
す

る
も
の
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、「
学
校
管

理
費
の
自
動
体
外
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
全
小
学
校
に
配
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り

「
一
般
用
パ
ッ
ト
で
は
、
児
童
の

▲環境センター・リサイクル

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



サ
イ
ズ
に
合
わ
な
い
た
め
、
よ
り

安
全
を
期
す
た
め
に
小
児
用
パ
ッ

ト
も
配
備
す
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、

「
基
金
繰
入
金
に
よ
り
保
険
料
が

下
が
る
こ
と
に
つ
い
て
」
質
疑
が

あ
り
「
単
純
計
算
で
前
年
度
保
険

料
と
比
べ
一
人
当
た
り
千
八
百
七

十
一
円
、
二
・
七
％
下
が
る
試
算

で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、

「
一
定
以
上
所
得
者
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
「
平
成
十
八
年
十
月

一
日
の
制
度
改
正
に
よ
り
自
己
負

担
割
合
は
二
割
か
ら
三
割
に
な

り
、
平
成
十
九
年
一
月
末
で
四
百

六
十
六
人
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
「
日
常

生
活
に
お
い
て
食
事
の
調
理
が
困

難
な
方
を
対
象
者
と
し
、
週
二
回

の
夕
食
を
配
食
す
る
。
ま
た
、
介

護
保
険
料
に
よ
っ
て
自
己
負
担
額

は
異
な
り
一
食
平
均
三
百
円
の
補

助
を
行
う
予
定
で
あ
る
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
・
瑞

浪
市
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
介
護
認

定
審
査
委
員
の
人
数
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
「
五
十
人
で
あ
る
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
病
院
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
医
師

不
足
の
問
題
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
、「
研
修

医
が
自
由
意
志
で
病
院
を
選
択
で

き
る
新
臨
床
研
修
制
度
の
影
響
に

よ
り
、
地
域
や
診
療
科
の
偏
在
が

あ
る
。
今
後
の
見
通
し
と
し
て
、

積
極
的
な
研
修
医
の
募
集
と
医
療

水
準
の
向
上
を
目
指
し
経
験
豊
富

な
医
師
を
確
保
す
る
政
策
を
維
持

す
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
中
歳

出
の
部
所
管
部
分
に
つ
い
て
」
は
、

「
市
内
小
中
学
校
の
耐
震
診
断
に

つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
「
平
成
十

八
年
度
に
す
べ
て
終
了
し
、
今
後
、

耐
震
補
強
・
改
修
計
画
を
行
う
予

定
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
「
土
岐
市
公
民
館
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、「
各

公
民
館
に
あ
る
公
民
館
運
営
審
議

会
を
統
一
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
「
公
民
館
長
会
議
に

お
い
て
、
中
央
公
民
館
機
能
を
活

用
し
、
総
括
的
な
公
民
館
運
営
を

行
い
た
い
と
い
う
要
望
に
よ
り
、

公
民
館
運
営
審
議
会
を
統
一
し
、

各
公
民
館
に
は
協
議
会
を
置
く
も

の
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、

質
疑
終
了
後
、
反
対
討
論
と
賛
成

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
平
成
十
八
年
第
四
回
・
第
五

回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
る
案
件
で
あ
り
、
各
委
員
か
ら

市
民
所
得
が
低
い
か
ら
保
育
料
を

抑
え
て
き
た
。
ま
た
金
額
の
根
拠

も
明
確
で
は
な
く
、
段
階
的
に
行

う
な
ど
提
案
の
仕
方
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算
中
歳
出
の
部
所
管

部
分
《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
老

人
保
健
特
別
会
計
予
算
《
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》
▼
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
《
全
会
一
致
・
原
案

可
決
》
▼
土
岐
市
･
瑞
浪
市
介
護

認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
《
全

会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
土
岐

市
・
瑞
浪
市
障
害
者
自
立
支
援
認

定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
《
全
会

一
致
・
原
案
可
決
》
▼
病
院
事
業

会
計
予
算
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
▼
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）
中
歳
出
の

部
所
管
部
分
《
全
会
一
致
・
原
案

可
決
》
▼
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ウ

エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
▼
公

民
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
《
賛
成
多
数
・
原

案
可
決
》
▼
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
《
全
会
一
致
・
原
案

可
決
》
▼
土
岐
市
立
幼
稚
園
条
例

の
一
部
改
正
《
賛
成
多
数
・
継
続

審
査
》

昨
年
十
二
月
の
第
五
回
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
ま
し

た
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
を
審
査
す
る
た

め
、
去
る
一
月
十
六
日
と
十
七
日

の
両
日
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開

き
慎
重
に
審
査
を
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
「
一
般
会
計
決
算
」
で
は
、
歳

入
の
部
で
、「
市
民
税
の
個
人
課

税
分
が
増
額
し
て
い
る
が
、
税
制

改
正
に
伴
い
配
偶
者
特
別
控
除
等

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
税
制
改

土 岐 市 議 会 だ よ り  土 岐 市 議 会 だ よ り  
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▲土岐市立総合病院

決
算
特
別
委
員
会
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正
に
よ
り
控
除
の
幅
が
な
く
な
り

税
額
が
増
額
し
た
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
、
続
い
て
「
実
質
公
債
費
比

率
が
、
二
一
％
に
達
し
、
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
が
提
出
さ
れ
た

が
、
五
年
間
で
一
八
％
に
す
る
計

画
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
原
則

と
し
て
七
年
以
内
に
一
八
％
未
満

に
下
げ
る
計
画
で
あ
る
が
予
想
さ

れ
る
新
規
地
方
債
借
入
事
業
を
織

り
込
み
、
五
年
間
で
一
七．

三
％

の
計
画
で
策
定
し
た
」
旨
の
答
弁

が
あ
り
、
続
い
て
「
国
の
起
債
の

借
り
か
え
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
国

の
起
債
の
借
り
か
え
は
、
当
初
利

息
の
約
九
割
を
保
証
金
と
し
て
支

払
う
制
度
で
あ
っ
た
た
め
、
借
り

か
え
し
て
も
何
ら
メ
リ
ッ
ト
が
な

か
っ
た
が
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

三
年
間
に
限
り
借
り
か
え
を
認
め

る
と
い
う
具
体
的
な
動
き
が
あ

り
、
今
後
よ
く
吟
味
し
た
い
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
出
の
部
で
、「
夢
実
現
化
事

業
で
四
百
万
円
が
不
執
行
に
な
っ

た
理
由
は
何
か
」
と
の
質
疑
が
あ

り
「
住
民
の
発
意
に
よ
る
事
業
を

取
り
上
げ
て
お
り
、
要
望
が
な
か

っ
た
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い

て
「
防
火
水
槽
が
六
基
新
設
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
も
整
備
を
す
る

の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
国
の

補
助
を
念
頭
に
毎
年
六
〇
ト
ン
一

基
、
四
〇
ト
ン
二
基
を
基
本
と
し

て
、
全
体
の
区
域
の
中
で
新
設
整

備
の
計
画
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が

で
り
ま
し
た
。
質
疑
終
了
後
、
反

対
討
論
と
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
曽
木
地
区
市
有
林
管
理
特
別

会
計
決
算
」
で
は
、「
基
金
残
高

に
つ
い
て
」
質
疑
が
な
さ
れ
「
平

成
十
七
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、

百
七
十
九
万
八
千
円
で
あ
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
」

で
は
、「
収
入
未
済
額
が
増
え
た

原
因
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
、

受
益
者
負
担
金
は
増
え
て
い
な

い
。
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
に
つ

い
て
は
、
水
道
課
に
委
託
し
て
い

る
が
、
平
成
十
三
年
度
累
計
で
千

五
百
六
十
万
円
の
滞
納
額
が
、
平

成
十
七
年
度
は
、
四
千
三
百
五
十

万
円
で
あ
り
、
滞
納
者
に
は
、
督

促
、
催
告
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以

上
滞
納
額
を
増
や
さ
な
い
よ
う
徴

収
方
法
も
含
め
検
討
し
て
い
る
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
交
通
災
害
共
済
特
別
会
計
決

算
」
で
は
、「
加
入
者
数
の
推
移

に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
「
加
入

者
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平

成
十
七
年
度
は
、
五
九
･
八
％
と

対
前
年
比
三
･
九
％
の
減
で
あ

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た

「
今
後
も
こ
の
制
度
を
続
け
て
い

き
た
い
」
旨
の
執
行
部
か
ら
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
」
で
は
、「
二
億
六
千
六
百
万

円
余
り
の
不
納
欠
損
額
に
つ
い

て
」
質
疑
が
な
さ
れ
「
滞
納
者
の

分
析
を
行
い
臨
宅
し
て
状
況
把
握

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
滞
納
整
理

を
行
う
な
ど
努
力
し
て
い
る
が
、

時
効
に
よ
り
不
納
欠
損
処
分
し
た

も
の
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、

続
い
て
「
平
成
十
七
年
度
末
の
基

金
が
九
億
円
余
り
あ
る
が
、
こ
の

基
金
の
有
効
利
用
は
で
き
な
い

か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
「
基
金

を
活
用
し
、
急
激
な
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
保
険
料
に
反
映
し
て
い

き
た
い
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
質
疑
終
了
後
、
反
対
討
論
と

賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
決
算
」
で
は
、「
駅
前
駐
車
場

の
歳
出
が
歳
入
の
倍
以
上
で
あ
る

が
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
」
質
疑

が
な
さ
れ
「
主
に
管
理
人
の
人
件

費
で
あ
り
、
身
体
障
害
者
協
会
に

管
理
を
委
託
し
て
い
る
」
旨
の
答

弁
で
し
た
。

▼
「
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
」

で
は
、「
平
成
十
七
年
度
の
老
人

保
健
医
療
受
給
者
数
が
月
平
均
で

八
千
五
百
三
十
人
で
あ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
四
・
一
％
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
何
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
「
平
成
十
四
年

十
月
か
ら
年
齢
が
七
十
歳
か
ら
七

十
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
既
に

七
十
五
歳
ま
で
の
方
が
加
入
さ
れ

て
い
る
の
で
、
平
成
十
九
年
十
月

ま
で
は
年
々
減
少
し
て
い
く
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
」

に
つ
い
て
は
、「
介
護
保
険
料
の

未
収
金
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
」
質
疑
が
な
さ
れ
「
滞
納
者
に

は
、
督
促
、
催
告
を
し
て
お
り
、

国
保
の
徴
収
員
が
介
護
分
も
合
わ

せ
臨
宅
徴
収
等
を
し
て
い
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
、
質
疑
終
了
後
、

反
対
討
論
と
賛
成
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
「
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
決
算
」
に
つ
い
て
は
、「
事
業

の
進
捗
率
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
平
成
十

九
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
あ

り
、
進
捗
率
は
、
八
〇
％
を
超
え

て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
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